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 電子と光は情報の搭載・処理・伝送をつかさどるエネルギーであり、電子・光機能材料の進展は科学技術革新の推進力で
ある．電子・光技術のさらなる高密度化やスマート化の需要を背景に、π電子をもつ共役分子から形成された分子集積体
を電子・光学素子化する挑戦がある．分子集積体の機能は、ナノ–メソ–マイクロを横断する超分子構造と密接に関連し、さ
らなる性能向上と機能創発の実現には、異なる時間・空間のスケールで分子集合を理解し制御する必要がある．	
 我々は、これまでに「自己組織化プロセスの理解と制御」を切り口として、高分子、結晶分子、液晶分子など多岐にわた
る共役系分子の自己組織化を工学し、とりわけ新しい光機能材料の開拓に関する研究に従事してきた．本セミナーでは、特
に発表者が中心となって遂行してきた以下の4つの研究を紹介する．	

[1] Twisted-bipolar球体の開発とそのキラルかつトポロジカルな超分子構造が創発する新規光機能の実証	 (高分子) 1,	2)	
[2] 液滴メゾフェーズの理解に基づく高分子共集合化の精密制御	 (高分子) 3,	4)	
[3] 同一形状、高い粒径単分散性、かつ一軸配向したお椀形状をもつマイクロ単結晶の一斉形成制御	 (結晶分子) 5)	
[4] 光による超分子ナノオーダーの時空間制御とバイオミメティック有機光機能材料への応用	 (液晶分子)	6)	

 様々な分子の自己組織化を研究対象としてきた発表者は、次のターゲットとして 2 次元物質の集積化に着目している．
そこで本発表の最後には、自身の研究背景をもとに立案する「2次元物質の集積制御が切り拓くマテリアル革新」に関する
アイデアを今後の展望として簡潔に紹介する．	
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